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シンポジウムで学んだ情報をクルーズで体感
「ミツカン水の文化フォーラム 2019」では、シンポジウムとは別
日程でクルーズ企画も実施しました。シンポジウム参加希望者のう
ち、クルーズへの参加も希望される方のなかから抽選で 20 余名を
選出。実際に船に乗り、江戸市中に物資を船で運び込んだ運河や
掘割などの跡をたどることで、シンポジウムの内容を体感していた
だきました。ナビゲーターは東北学院大学教授の斎藤善之さんにお
願いし、一般社団法人 まちふね みらい塾 専務理事の阿部彰さん
にも解説していただきました。

『水の文化』62号の記事について誤記がありましたので、お知らせいたします。

ｐ5	 目次内の写真説明文
	 誤	 東京の東部を流れる荒川と、荒川の左岸から合流する中川（提供：葛飾区）
	 正	 東京の東部を流れる中川と新中川の分岐点（提供：葛飾区）

ｐ10	図1のタイトル
	 誤	 平成30年7月豪雨（西日本豪雨）48時間降水量の期間最大値の分布図
	 正	 平成30年7月豪雨（西日本豪雨）期間降水量の分布図（6月28日0時～7

月8日24時）

ｐ10	本文1段目10～11行目
	 誤	 48時間降水量の期間最大値
	 正	 6月28日0時から7月8日24時の期間雨量
ｐ10	本文2段目8行目
	 誤	 48時間降水量を見ると、
	 正	 同期雨量は

すでにお手元に届いている読者の皆さまに訂正してお詫びいたします。

機関誌『水の文化』62号に関する訂正とお詫び

センター活動報告

「ミツカン水の文化フォーラム 2019」を開催しました

江戸東京からの学び
廻船が運んだモノと文化とは

クルーズ
日時　2019 年10月26日（土）8:00 ～12:00

エリア　佃・日本橋川・小名木川エリア
参加者数　24 名

阿部 彰さん
一般社団法人 
まちふね みらい塾
専務理事 

小泉和子さん
家具道具室内史学会
会長

木村直也さん
立教大学 文学部
特任教授

斎藤善之さん
東北学院大学
経営学部 教授

絵図を用いて船上で解説する
斎藤善之さん

2020 年を目前に控え、世界から注目を集め
る「江戸東京」。かつては運河や堀が網目のよ
うに張り巡らされた水の都であり、廻船が全国
から運び込んだモノが100 万人以上の人々の
暮らしを支え、特有の文化を開花させました。

また、舟運には欠かせない道具「桶樽」は、
江戸時代に爆発的に普及し、生産と暮らしのあ
らゆる分野で活用されました。

優れた循環型社会であったといわれる江戸の
「知恵」は、その文化や暮らしを支えた流通や
道具のなかに、どのように息づいていたのでし
ょうか？ そして、その「知恵」から現代社会が
学ぶべき点はあるのでしょうか？
「ミツカン水の文化フォーラム 2019」では、

「江戸東京からの学び　廻船が運んだモノと文
化とは」と題して、「水とのつきあい方」を絡め
ながら、持続可能な社会・暮らしに引き継ぐべ
き「江戸の知恵」を探りました。

当日の講演、パネルディスカッションの抄録
は、当センターのホームページで公開予定で
す。ぜひご覧ください。

講演1　斎藤善之さん

江戸後期の市場を支えた船・商人・港

講演2　小泉和子さん

桶樽が支えた江戸時代
パネルディスカッション

ファシリテーター 木村直也さん　パネラー 斎藤善之さん　小泉和子さん

江戸東京から学ぶ、
持続可能な社会・暮らしに引き継ぎたい知恵

シンポジウム
日時　2019 年10月19日（土）13:00 ～17:00

会場　立教大学 池袋キャンパス
来場者数　90 名
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水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ

り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください。
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページからPDFファイルとしてダウンロード

できるほか、冊子をご希望の方はホームページの「最新号
のお申し込みボタン」からお申し込みいただけます。どうぞ
ご利用ください。

■ 「水にかかわる生活意識調査」 ホームページで公開中
 20年以上にわたり、ほぼ同じ内容で日常生活と水とのかかわ

りや意識、水と文化に関する生活意識調査を実施していま
す。結果はすべて公開していますので、ぜひご活用ください。

発行日
2019 年（令和元年）11 月
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中庭光彦 多摩大学教授
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ミツカン水の文化センター機関誌

水の文化 第63号
ホームページアドレス

http://www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写転売

『水の文化』63号について、アンケートにご協力ください。
今後の機関誌をよりよくしていくための参考にさせていただきます。

◆アンケートへの回答はこちらから。
http://www.mizu.gr.jp/form63.html

皆さまの感想を
お待ちしています ！

※アンケート用紙をお持ちの方は、FAXまたはメールにて
下記へご返信いただく形でも結構です。

ＦＡＸ：03-3568-4025
メールアドレス：mizubun@mizu.gr.jp


